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1 .  研究概要
1 )  酵素反応機構の解明
サ ッ カ ロ ビ ン 脱水素酵素 ( リ ジ ン 生合成の最終段
階， 高等動物に お け る リ ジ ン 分解の 第一段階 を 触媒)
を 中心 と し て 酵素 反応機構に つ い て研究 を行 っ て い
る 。 わ れ わ れは さ き に 主 と し て 反応速度論的方法に
よ り ， 本酵素 の触媒反応の経路， 基質お よ び助酵素
の活性 中心への 結合の状態等に つ い て 明 ら か に し て
き た が， こ れ ら の知 見 を 基に し て さ ら に 酵素活性 中
心の構造， お よ び触媒反応 に お け る 活性 中心ア ミ ノ
酸残基の役割等に つ い て 検討 を 進め て い る 。
2 ) 生体膜の構造 と 機能
生体膜 に 存在す る 酵素 は そ の触媒作用 が膜構成 リ
ン 脂質に よ っ て 影響 を う け る こ と が知 ら れて い る が，
逆に 酵素作用 に よ っ て 膜 リ ン 脂質 も 影響 を う け る こ
と が当 然予想 さ れ る 。 こ の点 を 追求 し ， 生体膜 に お
け る 酵素 と リ ン 脂質の相互作用 を 明 ら か に す る た め
に ， ミ ク ロ ゾー ム 膜の電子伝達系酵素の反応 に よ る
膜 リ ン 脂質の変化 を 検討 し て い る 。
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1 .  研究概要
北 川 教授 は 従来か ら の 肺癌 の組織発生， 種々 の 肺
疾患の発生病理 を 人体材料に も と づい て 多角 的 に 究
め る 仕事 を 続け る 一方， こ こ 数年 来取 り 組ん でい る
ア スベ ス ト と 悪性腫療の 関係， な か んづ く 中 皮腫の
病理学の整理に 力 を 注い でお り ， 村井助手が こ れ を
扶け て い る 。
三輪助教授 は 金沢大梶 川 教授の下 で コ ラ ゲ ン の生
体内分解の機序 に 関す る 研究 を 行 っ て い た が， 本学
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では 人手が少 な い の で人体病理学に専念 し ， 目 下膳
頭十二指腸部癌 の 発生や牌炎の病理 を 新 し い 課題 と
し て仕事 を 始め て い る 。
2. 学会発表 ( 地方会は 省略 )
1 ) 肺門型早期 肺癌一一- 3 手術例 の組織像 を 中心
と し て一一， 第 四 回 日 本肺癌学会総会， 53 . 8 ， 徳 島 .
o 2 )  山 本 恵-r， 北} I I 正信， 渡辺洋宇， 岩 喬 : 肺
癌 に お け る 間質反応、の諸相， 第 19回 日 本肺癌学会総
会， 53 . 8 ，  徳 島 .
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4 ) 広瀬昭一郎， 黒 田 惇， 金木美智子， 日 比輝彦，
女保正， 大山馨， 吉崎享， 北 川 正信 : 早期 胃癌例 の
臨床的検討 進行 胃癌 と 対比 し て一一， iZ山県申
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安雄 : 陳 旧性 巨大肝血腫の 1 例， 外科診療 20 : 
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1 1 )  磨伊正義， 沢崎邦広， 秋本龍一， 木南義男，
竹内功， 山 本恵一， 北 川 正信 : 大腸 ク ロ ー ン 病一一
著明 な mucosal bridge を 形成 し た l 例 を 中心に ，
胃 と 腸 1 3 : 1097 - 1 104 ， 1978. 
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田邦彦 : 血清 L D H の 異常高値 を 示 し ， 片側性肺内
癌性 リ ン パ管症 を 呈 し た 肺癌 の 1 剖検例， 内科 42 : 
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1 .  研究概要
1 )  病巣感染症の免疫病理学的研究
ア ) 病巣抗原の実験的検討
(2) 
ア ルサ ス 型 ア レ ル ギ一 反応 に よ り ， 局所病巣に 生
ず る 病巣抗原の役割 を 免疫病理学的に 検討 ( 小泉，
深瀬， 若木)。
イ ) 病巣扇桃に お け る 陰寓 内容物の分析病巣お よ
び非病巣感染扇桃に お け る 陰嵩内容物に つ い て ，
Raj i ce l l に よ る immune compl ex の検討 ( 深瀬，
若木， 小泉)。
2 )  耀原病 に お け る 血管病変の解析
ア ) フ ィ ブ リ ノ イ ド 血管炎 と 副 腎 ス テ ロ イ ド と の
関連性
腰原病剖検例 お よ び動物実験に よ り ， 副 腎 ス テ ロ
イ ド の影響 を 検討 ( 小泉， 深j頼， 若木)。
イ ) 慢性関節 リ ウ マチ の皮下結節 の 発生病理
16例 の皮下結節 を 免疫病理学的に検討 ( 深瀬， 小
泉， 若木)。
3 )  実験的 S L E 病変作成の試み
ラ ッ ト に よ る ds-DNA長期感作実e験に お い て， ds­
DNA 抗体の上昇 と ルー プ ス 腎炎様病変 の 発生 を 認
め， 現在 そ の病 因 を 中心に検討 ( 若木， 深瀬， 小泉)。
2. 学会報告
1 ) 小泉富 美朝， 深瀬真之， 若木邦彦 : 壊死性動
脈炎 を 伴 っ た 結核性 チ ホ パチ ロ ー シ ス の 1 剖検例，
厚生省特定疾患， 系統的血管病変に 関す る 調査研究
班昭和52年度班研究報告会議， 1978 . 1 ，  東京.
2 )  小泉富 美朝， 深瀬真之， 若木邦彦 : プ レ ド ニ
ン 投与 ウ サ ギに お け る 副作用 の病理学的研究一ー と
く に 血管変化 に つ い て一一， 厚生省特定疾患， 系統
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